
東京福中・福高同窓会  常任幹事会 

2024年2月5日（月） 

議 事 次 第 

１．開会 

２．会長あいさつ 

３．事務局報告 

・連絡先確認 

住所、電話番号、メールアドレス等の変更連絡先 

tokyo_fhs@yahoo.co.jp 

４．会則の改定 

５．役員改選の件 

６．各委員会報告 

（１）総務委員会 

・LINEグループの活用 

・2024年度総会・懇親会の開催と当番幹事1の回サポート 

（２）会員拡充委員会（シニア・若手） 

   ・シニアの状況報告 

・修学旅行職場訪問支援 

・若手常任幹事の勧誘・支援 

（３）企画委員会 

・福高塾 

（４）広報委員会 

・ホームページ関連 

（５）渉外担当 

・東京福岡県人会 

（６）会計担当 

・財政計画 

・会計報告（予算及び決算） 

７．当番幹事報告（１の回） 

2024年4月13日（土）総会懇親会開催案決議 

８．その他 

９．閉会 

以上 



2024 年 2 月 5 日 
常任幹事会メンバー各位 
 
 

会⻑ 古賀芳和 
総務担当副会⻑ 木下直人 

 
会則改定に関して 

 
 同窓会活動の活性化を推進することを目的に、以下 2 点の会則改定を昨年 6 月の常任幹
事会で提案させていただきました。 

① 最高決議機関を現在の総会から常任幹事会へ変更する 
② 役員に「幹事⻑」を新設し、会務執⾏の責任者を明確にする 

 
 9 月の常任幹事会ではドラフトを基に議論させていただき、上記 2 点に関しては変更案に
同意いただいたと認識しております。会則の変更は、現⾏の会則においては総会での決議が
必要ですので、4 月開催の総会で議案として提案させていただきます。 
 
 なお、会則改定の議論を通して、上記 2 点に関すること以外にも多くのご意見やご提案
をいただきました。例えば、第 2 条の当同窓会の目的に関すること、第 17 条の 75 歳以上
年会費免除に関すること、常任幹事メンバーに関することなど、いずれも重要な事項だと認
識しております。ただし、全てのご意見を吸収できる時間的な余裕がありませんでしたので、
今回は当初提案の 2 点の変更を提案させていただきますのでご了承ください。 
 

4 月の総会で今回の改定が承認されますと、会則の変更は常任幹事会で決定できることに
なるため、迅速に対応できるようになります。今回いただいたご意見は常任幹事会で引き続
き議論したいと思いますので、皆さまの更に積極的なご協力お願い申し上げます。 
 



東京福中・福高同窓会 会則 改正ドラフト（最終版） 
 
第 1 章 総則 
第 1 条 本会は東京福中・福高同窓会と称する。 
第 2 条 本会は会員相互の交誼を厚くし、⺟校および各地域の福中・福高同窓会との緊密な
る連絡を図り、その発展を助成することを目的とする。 
第 3 条 本会は前条の目的を達成するために下記の事業を行う。 
 1． 総会および懇親会の開催 
 2． 会員名簿の作成、維持管理、および適正な活用推進 
 3． その他本会の目的を達成するに必要な事項 
第 4 条 本会の設立日は、1990 年（平成 2 年）4 月 24 日とする。 
第 5 条 本会の所在地は、原則として会計担当宅とする。 
 
第 2 章 会員 
第 6 条 本会は原則として下記の東京近郊在住の会員で組織する。 
  1． 通常会員 
   イ、 旧制福岡県立福岡中学校卒業者 
   ロ、 福岡県立福岡高等学校卒業者 
  2． 特別会員 
   イ、 上記学校の旧職員 
   ロ、 その他常任幹事会の承認を得たもの 
 
第 3 章 役員 
第 7 条 本会に下記の役員を置く。 
 ・会⻑  1 名 
 ・副会⻑ 若干名 
 ・幹事⻑  1 名 
 ・事務局⻑  1 名 
 ・常任幹事 各回 1 名 
 ・会計 1 名 
 ・監事 2 名 
 ・名誉会⻑ 1 名 
 ・顧問 若干名 
第 8 条 本会役員の選任は次の通りとする。 

1. 会⻑・副会⻑・幹事⻑・事務局⻑・監事・会計は通常会員の中から役員会において選
出し、常任幹事会の承認を得る。 



2. 常任幹事は通常会員の中から各回で選出して、事務局⻑に通知する。 
3. 名誉会⻑・顧問は、本会運営の必要に応じて通常会員から会⻑が委嘱する。 

第 9 条 役員の任務は次の通りとする。 
1. 会⻑は本会を代表し、会務を統括する。 
2. 副会⻑は会⻑を補佐し、会⻑に⽀障があるときは、その職務を代行する。また、各種

委員会活動や会務を⽀援する。 
3. 幹事⻑は会⻑の意を受け、各種委員会や会務を統括し、第 2 条の目的に向けて、会務

の運営を担当する。 
4. 事務局⻑は事務局員を統括して、常任幹事会の定める運営細則による本会の事務一般

を担当する。 
5. 常任幹事は本会の会務の執行を処理するとともに、各回会員との連絡を担当する。た

だし、学校年度末日までに年齢が満 80 歳以上に達する通常会員は、常任幹事委嘱を
免除される。 

6. 会計は本会の会計業務に当たる。 
7. 監事は本会の会計監査を担当する。 
8. 名誉会⻑および顧問は本会の諮問に応じる。 

第 10 条 役員の任期は 3 ヶ年とする。但し再任を妨げない 
 
第 4 章 会議 
第 11 条 総会 

1. 通常総会は会⻑が招集して議⻑となる。原則として毎年 4 月に開催する。 
2. 役員の選出、予算、決算、会則改正、その他会務の報告を行う。 
3. 総会の準備運営は当番幹事の持ち回りとする。 
4. 臨時総会は会⻑が必要と認めた場合、会⻑が招集し議⻑となる。 

第 12 条 常任幹事会 
1. 常任幹事会は役員を参加メンバーとして毎年 2 回以上、会⻑が招集して開催する。会

⻑が認めた場合は上記参加メンバーを加えることができる。 
2. 役員の選出、予算、決算、会則改正、その他会務執行に必要な重要事項を審議決定す

る。 
3. 常任幹事会の議決はオンラインでの参加者を含む出席者の過半数によって決する。 
4. 臨時常任幹事会は会⻑が必要と認めた場合、会⻑が招集する。また、3 名以上の常任

幹事からの請求がある時は、事務局は会⻑に代わって常任幹事会を招集しなければな
らない。 

第 13 条 役員会 
1. 常任幹事、名誉会⻑、顧問を除く役員を参加メンバーとして、会⻑は随時必要な時に

招集して開催する。会⻑が認めた場合は上記参加メンバーを加えることができる。 



2. 役員の選出、予算、決算、会則改正案の作成、その他会務執行に必要な事項を審議し
処理する。 

3. 役員会の議決はオンラインでの参加者を含む出席者の過半数によって決する。 
 
第 5 章 委員会 
第 14 条 本会運営のため、各種委員会を置くことができる。 

1. 各種委員会の設置は常任幹事会の決議による。 
2. 各種委員会の任務等は、常任幹事会の定める運営細則による。 

 
第 6 章 会計 
第 15 条 本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入を以って充てる。 
第 16 条 本会の一般会計年度は 1 月 1 日より同年 12 月 31 日とする。特別会計は、その限
りではない。 
第 17 条 本会の会費は年額 2,000 円とする。75 歳以上は年会費免除とする。総会・懇親会
経費はその都度別途徴収する。 
第 18 条 本会の予算、決算は毎年常任幹事会の承認を得て総会に報告しなければならない。 
 
第 7 章 同好会等 
第 19 条 本会の目的に資するため、常任幹事会の決議により同好会等を設置 することがで
きる。 
 
附則 
1. 本会則は 1996 年（平成 8 年）度総会の承認により、1996 年（平成 8 年）5 月 1 日から
施行する 
2. 1997 年（平成 9 年）4 月 17 日総会にて、第 21 条 1 項但し書を削除し、第 2 項のとおり
改正 
3. 2003 年（平成 15 年）4 月 25 日総会にて、第 15 条、第 16 条を改正するとともに、新た
に第 22 条に第 2 項、及び第 24 条を追加 
4. 2004 年（平成 16 年）4 月 24 日総会にて、第 11 条、第 15 条、第 16 条、第 17 条を改正 
5. 2008 年（平成 20 年）4 月 19 日総会にて、第 3 条、第 11 条、第 19 条を改正 
6. 2016 年（平成 28 年）4 月 23 日総会にて、第 7 条を改正 
7. 2019 年（令和 3 年）4 月 17 日総会にて、第 4 条を削除し、新たに第 4 条、第 5 条を追
加。現行第 6 条以降は条番号を繰り下げて改正 
8. 2024 年（令和 6 年）4 月 13 日総会にて一部改正 
 
 



役員及び新役員一覧（敬称略） 

＜ 現役員 ＞ 

（会 長）   古賀 芳和 （高 29 回） 

（副会長）   黒永 哲至 （高 26 回）退任予定 

（副会長）   長富 茂  （高 30 回） 

（副会長）   木下 直人 （高 34 回）異動予定 

（副会長）   新谷 康之 （高 35 回）退任予定 

（副会長）   岩瀬 智子 （高 39 回） 

（会 計）   米島 幹雄 （高 37 回） 

（渉外担当）  占部 正尚 （高 33 回）異動予定 

（事務局長）  金城 琢磨 （高 46 回） 

（監 事）   藤野 敦  （高 36 回）異動予定 

（監 事）   宮川 稔子 （高 40 回） 

＜ 新役員候補 ＞ 

（幹事長）   木下 直人 （高 34 回） 

（副会長）   占部 正尚 （高 33 回） 

（副会長）   藤野 敦  （高 36 回） 

（副会長）   大澤 美保子（高 36 回） 

（副会長）   五條堀 岳史（高 52 回） 

（監 事）   山口 貴久 （高 36 回） 
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2024(令和６)年 1月 25日役員会 

2月 5日常任幹事会 

 

会員拡充委員会の 2023年度活動報告及び 2024年度活動計画案について（案） 

 

１ 今年度活動報告 

 会員拡充をめざして以下の取組を行った。 

（１）現役福高生への働きかけ 

１）卒業生へのリーフレット配布 

３月の同窓会入会式にて案内チラシを配布し、当同窓会の存在と同窓会総会・懇親会

を紹介した。 

２）修学旅行の職場訪問の支援 

 福高２年生を対象に 11月 10日に 42社の企業等で受け入れ、仕事の内容や進路等に

対する情報提供を行った。学校によれば、生徒たちには大きな刺激となったとのこと。 

（２）若手会員への働きかけ等：若手会員交流支援 

若手会員同士の交流の支援として、若手対象にボウリング大会を企画・募集したが１

名しか申し込みが無く中止した。 

一方で、東京福岡県人会「就活を応援する会」が 11 月 26 日に４年ぶりに開催され、

福高からは学生５名と社会人７名の計 12 名、全体では学生 31 名、社会人 42 名の計 73

名が参加し、学生たちから好評を得た。 

（３）交流の機会づくり 

１）交流の機会づくり 

 2022 年度にボウリング大会を開催し好評を得たが、今回はほとんど申込がなかった。

交流の場づくりの方法について、開催時期など検討していく。 

２）オンライン・プチ福高塾の開催 

 企画委員会と連携して会員の動向などをオンラインで情報発信する取組を行った。 

第１回として試行的に、ランニングをテーマに役員 3名の鼎談を都内で収録し、２月

から５月にかけて会員に公開した。第 2回に向けて企画案の立案作業を進めた。 

（４）80歳以上の会員の窓口、総会懇親会の案内（2023年２月発送） 

（５）会員拡充委員会の開催 

 ８月２日に都内で開催、今後の委員会の取組予定等について意見交換を行った。 

 

２ 来年度 活動計画案 

 会員拡充をめざして、引き続き以下の活動を計画する。 

（１）現役生への働きかけ 

１）卒業生へのリーフレット配布 

３月同窓会入会式にて、当同窓会のＰＲのため、リーフレット配布等を実施する。 

２）修学旅行等の職場訪問の支援 

  東京での福高卒業生の訪問先の取りまとめ等を行い、現役生の修学旅行を支援する。 

（２）若手会員への働きかけ、福岡県各校同窓会の会員拡充策等の情報収集 

若手会員への同窓会活動のＰＲや各校同窓会の会員拡充策等の情報収集を目的とし

て、次の催事について引き続き実施又は参加する。オンライン開催の際は、同窓会事務

局の ZOOM契約の活用も検討する。 

１）若手会員交流支援 

若手会員の交流支援を、実施方法を工夫して継続する。若手常任幹事の確保や交流支
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援にも取り組む。 

２）東京福岡県人会「就活を応援する会」 

 他校の状況を勘案し、予算の範囲内で２次会にも参加費補助を適用する。 

（３）交流の機会づくり 

１）交流の機会づくり 

同窓生どうしの交流の機会を、実施方法を工夫して設ける。 

２）オンライン・プチ福高塾 

 企画委員会と連携して会員の動向などを、オンラインで情報発信する。 

（４）80歳以上の会員の窓口、総会懇親会の案内 

（５）情報提供の場としてのＩＴ・ＳＮＳの活用（広報委員会と連携） 

（６）名簿の管理（総務委員会・会計と連携） 

（７）会員拡充委員会の運営形態の検討及びメンバー募集、委員会開催 

 

３ 今年度決算、来年度予算案 

総額を前年度予算と同様とする。内訳は 2023年度決算を踏まえた金額とする。 

                     2023予算     2023決算    2024予算 

同窓会入会式チラシ印刷・発送        2,000円    2,130円     3,000円 

若手会員交流支援（若手会他）             150,000円         0円  100,000円 

東京福岡県人会就活を応援する会参加費補助 40,000円    85,210円   90,000円 

資料印刷等                 8,000円     280円   7,000円 

     計              200,000円    87,620円   200,000円 



2024.2.5
企画担当　⻑富

開催日時 2023年12⽉1日(⾦) 講演会 19:00〜20:50（22名参加）
懇親会 21:20〜23:00（18名参加）

◆概要
　　⾼校39回の⼤⿎⽅⾼安流能楽師　⽩坂　保⾏さんを講師にお招きし、風聲水音（能への誘い）
　をテーマに実演・実技指導を交え、12⽉1日に初台のあんさんぶるStudio音(初台)で22名の参加
　を得て、4年ぶりの福⾼塾を開催しました。
　　ほとんどの参加者が能楽、⼤⿎に初めて触れて音を発するということを体験し、概ね好評のうちに
　予定の終了時刻を迎えました。
　　その後は講師を交え　ぢどり亭　幡ヶ谷店で遅い時間であったにもかかわらず、時の経つのも忘れ、
　懇親を深めていました。

◆会計報告 単位︓円
　【収入】 費目 ⾦額 摘要

講演会費(当日参加者から徴収) 22,000 1,000円/人　Ⅹ　22名
懇親会費(当日参加者から徴収) 81,000 4,500円/人　Ⅹ　18名

同窓会会計より 29,910 予算50,000円
合計 132,910

　【支出】 費目 ⾦額 摘要
会場レンタル費 5,500 エステート美和へ支払い
プロジェクタ・スクリーンレンタル費 9,570 ビデオエイベックスへ支払い
プロジェクタ・スクリーン返送費 3,540 ヤマト運輸(セブンイレブン⻄新宿店)
講師送迎タクシー代 700 講演会場〜懇親会場　
懇親会飲食費 83,600 講師分含む19名　Ⅹ　4,400円/人
講師　交通費一部補助 30,000 福岡〜⽻⽥〜初台
合計 132,910

◆所感
　　今回はコロナ明け初開催でどれくらいの方に参加いただけるかが全く読めない中、音を発する催しが
　許容される会場を探すことに苦労しました。防音機能がしっかりしている場所ということで最終的に今回
　の会場にたどりつき一安⼼したものの、今度は12⽉＝忘年会シーズンの⾦曜日の遅い時間からの懇親
　会場探しとなり、いつになく準備にバタバタとした開催になりました。
　　しかしそうした裏方の苦労はあったものの⽩坂さんの実演、実技、話の内容、話術のすばらしさが光り

　 　参加された皆さんにはご満⾜いただいてご帰宅されたのではないかと思っています。

　　これもひとえに講師の⽩坂さん、忙しい中参加いただいた皆さん他ご支援いただいたすべての⽅々に
　この場をお借りして心より御礼申し上げます。これからも宜しくお願い申し上げます。
　

福⾼塾開催報告
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2024年1月1日～2024年12月31日）

単位：円 過去予算

収入の部 予算 支出の部 予算 2023年度 2023年度 2022年度 2021年度

前期繰越金 ¥2,197,671 総会費および当番幹事活動費 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000

年会費(@\2000)×500名 ¥1,000,000 あさぼらけ広告掲載費（福岡） ¥30,000 ¥30,000 ¥30,000 ¥30,000 ¥30,000

雑収入（特別会計剰余金） ¥0 常任幹事発送費用 ¥300,000 ¥300,000 ¥213,184 ¥287,772 ¥194,574

受取利息 ¥0 ホームページ企画費 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0

ホームページ維持費 ¥63,580 *1 ¥55,660 ¥63,580 ¥55,660 ¥76,120

常任幹事会会議費 ¥250,000 *2 ¥184,000 ¥246,125 ¥0 ¥62,700

各委員会会議費 ¥20,000 ¥30,000 ¥0 ¥2,368 ¥0

渉外費（総会参加交通費等） ¥160,000 *3 ¥160,000 ¥205,000 ¥129,939 ¥35,000

企画実施費用 ¥250,000 *4 ¥250,000 ¥117,620 ¥125,863 ¥0

レンタル倉庫費 ¥170,400 ¥170,400 ¥170,400 ¥170,400 ¥230,973

事務用品費 ¥5,000 ¥5,000 ¥0 ¥0 ¥0

通信費 ¥30,000 *2 ¥40,000 ¥29,480 ¥22,110 ¥710

郵便振替手数料 ¥60,000 ¥60,000 ¥55,029 ¥53,900 ¥60,298

支払手数料 ¥10,000 ¥15,000 ¥5,261 ¥6,645 ¥9,337

雑費 ¥30,000 ¥30,000 ¥15,180 ¥47,113 ¥18,810

周年記念行事特別積立金 ¥150,000 ¥150,000 ¥150,000 ¥150,000 ¥150,000

¥15,500

小計 ¥1,828,980 ¥1,780,060 ¥1,600,859 ¥1,381,770 ¥1,184,022

次期繰越金 ¥1,368,691

合計 ¥3,197,671 合計 ¥3,197,671
*1 2023年度価格改訂を反映

*2 2023年度実績より

*3 福岡総会(旅費35+祝儀10)*2名、関西総会(旅費25+祝儀10)*2名　出席予定

*4 会員拡充委員会の活動費用として50,000円、福高若手会150,000円、企画委員会の活動費用として50,000円を計上。

東京福中・福高同窓会
2024年度一般会計予算案

過去実績
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東京福中福高同窓会預金推移表（預金額は年末時点の金額）
13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

東京三菱銀行普通預金 ¥603,831 ¥459 ¥459 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0

三井住友銀行普通預金 ¥573,770 ¥1,946,700 ¥725,006 ¥295,371 ¥846,345 ¥401,363 ¥34,008 ¥376,454 ¥0 ¥0 ¥0

ゆうちょ銀行普通預金 ¥2,442,870 ¥1,728,080 ¥2,826,348 ¥2,442,966 ¥2,240,256 ¥2,595,994 ¥2,526,652 ¥1,452,728 ¥1,925,838 ¥388,002 ¥185,510

ゆうちょ銀行普通預金 ¥1,096,321 ¥2,960,582 ¥2,894,787

現金 ¥16,296 ¥69,784 ¥32,947 ¥72,988 ¥101,379 ¥114,698 ¥20,475 ¥49,080 ¥38,840 ¥1,220 ¥17,374

三井住友銀行定期預金 ¥900,784 ¥1,050,965 ¥1,201,177 ¥1,201,432 ¥0 ¥150,000 ¥300,000 ¥450,000 ¥0 ¥0 ¥0

合計 ¥4,537,551 ¥4,795,988 ¥4,785,937 ¥4,012,757 ¥3,187,980 ¥3,262,055 ¥2,881,135 ¥2,328,262 ¥3,060,999 ¥3,349,804 ¥3,097,671

年会費収入 ¥1,712,000 ¥1,768,000 ¥1,710,000 ¥2,030,000 ¥1,520,000 ¥1,406,080 ¥918,000 ¥988,000 ¥903,615 ¥993,510

周年事業積立金を含む
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年会費についての検討

19年度までは例年7～900人が納入
↓

コロナ以降500人弱で推移

収支予想

同窓会活動の維持のためには、以下の二つの対策が必要
①年会費を2,000円→3,000円に値上げ
②年会費納入免除（現状、卒業後55年）の廃止

23年度 33年度

今後の収支予想（千円）

△250

△430
△310

納入免除廃止の場合

24年2月

年会費納入者

今後数年間は、毎年250千円の赤字
10年後2033年には、毎年430千円の赤字

↓
年会費納入免除（卒業後55年以降）を廃止すると
10年後2033年には、毎年310千円の赤字

コロナ5類移行後初の懇親会リアル開催となる24年の納入者数を見て、再検討し提案することとする

検討中の対策案
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令和六年度 東京福中・福高同窓会 総会 

令和 6 年 4 月 13 日 

式 次 第（案） 

開会の辞 

１．黙祷 

２．会⻑挨拶 

３．同窓会関係者紹介 

４．校⻑挨拶 

５．議⻑選出 

６．議事 

・１号議案 役員改選 

・２号議案 会則変更 

・３号議案 令和５年度 会務報告 

・４号議案 令和５年度 決算報告 

・５号議案 令和６年度 予算 

・６号議案 令和６年度 年間行事 

７．各委員会報告 

８．同窓会関係者挨拶 

閉会の辞 

※懇親会は 4 階ホールで 15 時 30 分から開催予定です。 
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